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大手カフェ大手カフェ

駅・鉄道駅・鉄道

飲食
チェーン店等

商店街・コミュニティ

フレッツ・スポットエリアの拡大フレッツ・スポットエリアの拡大外出先
外出先
外出先

►

 

コンビニエンスストア等の集客効果を高めたい事業者や公共施設

 
等に対し、フレッツ光回線を活用し品質の高いＷｉ-Ｆｉ環境の構築

 
を推進

►

 

事業者は、フレッツ・スポットに加え、コンテンツ（クーポン等）の

 
提供が可能

新型「光ポータブル」
（Ｈ２３.２Ｑ提供予定）

+

外出時は、

 

「光ポータブル」

 

を持出し

►

 

新型「光ポータブル」は、Ｗｉ-Ｆｉ機能付クレードルを

 
標準装備。本体持出し時も、Ｗｉ-Ｆｉ環境を利用可能

►

 

高速無線規格「IEEE 802.11n」に対応

宅内環境の充実宅内環境の充実宅内宅内宅内
情報ステーション化災害時

災害時
災害時

空港空港

７．Ｗｉ-Ｆｉサービスの拡充によるシームレスなブロードバンド環境の提供

公共施設公共施設
・学校・学校

コンテンツ配信
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►

 

災害時にはインターネット接続が

 
可能な「情報ステーション」として

 
Ｗｉ-Ｆｉ環境を開放

災害情報災害情報

安否確認安否確認

交通情報交通情報

避難指示避難指示
ラジオ放送ラジオ放送

スマートフォン

タブレット

特
設
公
衆
電
話

コンビニエンス
ストア

光ポータブル本体に加え、クレードルにＷｉ-Ｆｉ機能を搭載した新型「光ポータブル」をＨ２３.２Ｑに提供予定。

 これにより、光ポータブル本体を持出した時でも、宅内で無線ＬＡＮの利用が可能。

日常の生活動線をカバーするＷｉ-Ｆｉ環境の構築に向け、光回線を設置したコンビニエンスストア等の事業者と

 コラボレーションする新たなスキームにより、アクセスポイント５０，０００ヶ所への拡大を目指す（Ｈ２４年度末予定）。

災害時は、情報ステーションとして活用することを可能とする。

•

 

安否情報等の登録・確認を利用可能

 
とする新たなサービスの提供を検討

►

 

特設公衆電話用の電話機を事前配

 
備し、災害時に活用することを検討
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